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──さっぽろ雪まつりに合わせて 

北海道知事らを表敬訪問── 
 

 

 

 

 

2 月 4 日から 6 日までコザチェフスキ駐日ポーラ

ンド大使が来札されました。今回は大使館の経済・

科学技術担当のトマシュ・ヤムロズ一等書記官が

随行しました。大使は就任から約 1 年半の間にす

でに札幌を 4 回も訪問されています。特に去年 11

月のピウスツキ顕彰事業のあとは、12月にご家族と

プライベートで、そして今回と、ほぼ毎月のように訪

れている、札幌びいきです。筆者は毎回お出迎え

しているので、空港では気さくに手を振ってくださ

いました。 

今回の目的は、さっぽろ雪まつりの開会式に出

席し、ポーランドの雪像チームを激励することと、高

橋はるみ北海道知事、山口圭三北海道大学総長

ら、北海道の行政、アカデミズムのトップと会談し、

ポーランドと北海道との関係の基盤をより強固なも

のにすることでした。 

一行は 5 日早朝、北海道大学を訪問し、山口総

長＝写真 1＝と会談し、今後の相互交流の促進につ

いて話し合いました。北大は世界中の多くの大学と

交流協定を結んでいますが、ポーランドの大学との

協定はまだありません。今後、北大とポーランドの

大学で協定が結ばれ単位の互換などが実現すれ

ば、ポーランドに留学する学生がもっと増え、ポー

ランド語学習熱も高まるのではと、ポーランド語教

師の筆者は勝手に期待を膨らませました。 

次はスラブ研究センターを訪問しました。宇山セ

ンター長をはじめ、東欧研究のスタッフ＝写真 2＝が

中心となり迎えてくださいました。ヤムロズ書記官は、

言語学の野町准教授のワルシャワでの日本語の

教え子ということで、旧交を温めていました。大使

は、ポーランド研究に携わる院生・研究者に対しポ

ーランド政府は全面的にバックアップするので、ぜ

ひ連絡してほしいと強調しました。センター図書室

の視察では、 ポーランドの新聞・雑誌の最新号が 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 山口圭三北海道大学総長(左から３人目)を 

表敬訪問したコザチェフスキ大使(右から３人目) 

写真2  (左から)野町素己、望月哲男、宇山智彦、 

大使、筆者、家田修の各氏 

写
真
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ツィリル・コザチェフスキ 
駐日ポーランド共和国特命全権大使 
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閲覧できることにとても驚いている様子でした。 

午後は樺太の残留・亡命ポーランド人の記録が

残る道庁赤レンガ庁舎・樺太関係資料館も視察し、

尾形運営委員のご案内で熱心に展示をご覧になり

ました。特にヤムロズ氏は日本史にたいへんご興

味があり、尾形さんを質問攻めにしていました。 

そのあと一行は高橋北海道知事＝写真 3＝を表

敬訪問しました。高橋知事がポーランド大使と会談

するのは、4 年前のロドヴィッチ前大使に続き 2 回

目です。この 4 年間を振り返ると、当協会の数々の

ビッグイベントや大使館、広報文化センタースタッ

フの来札など、ポーランドとの交流が本当に活発に

なったと感慨もひとしおです。これもひとえに協会

のみなさまのご協力・ご理解のたまものです。今後

とも引き続きどうぞよろしくお願いいたします。 

知事との会談のあと一行は、夕方の便で東京に

戻られました。別れ際に、大使は北海道ポーランド

文化協会への支援は惜しまないと述べ、今回の訪

問での数々の出会いを“good meeting”と表現して、

北海道を後にされました。 

なお、大使から会員のみなさまにと、大使館発

行のカレンダーを 30部ことづかっています。ポーラ

ンドの歴史をアニメで表現した素晴らしいものです。

ご希望の方は事務局(１ページ目左上参照)にご連

絡ください。先着順でお送りいたします。  

文・佐光 伸一、写真・尾形 芳秀
 
 

──国際雪像コンクールの 

ポーランドチームを激励── 
 

さっぽろ雪まつり第 41 回国際雪像コンクールに、

ポーランドから2回目となる女性3人のチーム「シュ

クラルスカ・ポレンバ(Szklarska Poręba)」が参加し、

大使が激励＝写真 4＝しました。彼女たちはポーラ

ンド南西部の、チェコと国境を接するドルヌィ・シロ

ンスク県から派遣されたチームで、リーダーのマリ

ア・ミシュタ(幼稚園長)と、メンバーのヨアンナ・スヴ

ェフ(ブロツワフの教会や古い建物の修復・記念物

管理官)、ユスティナ・グラフ(OPT 社のプライベート

写真スクールの学生でスキースクールの事務員)の

3 人です。 

雪像は「クルコノシエ山を見守る女神像」＝写真 5

＝という、大変精密な女性チームらしい作品で、前

回より完成度も高く仕上がりましたが、全体に他国よ

り少し小さいせいか、残念ながら入賞は逃しました。 

凍って固ま

った雪のプロ

ック(３ｍ×3ｍ)

を女性3人で加

工するのは大変

な重労働だった

と思います。その

間にも内外の観 

光客から次々と 

話しかけられ、写真を一緒にという要望も多く、対

応に大忙しでした。親善友好の点では、他のチー

ムよりも高く評価されたと思われます。 

文/写真・尾形 芳秀 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  写真 4 雪像チームを激励する大使             写真 5 完成した女神像          


	1-2p　表紙3完成
	3-4p　総会5完成
	5p.○会計完成
	6-7ｐ　ピウスツキ5完成
	8-9p ルトスワフスキ2完成
	12-14P　ポズナン5完成
	15ｐ　ロドヴィッチ大使完成
	16ｐ　奥付2完成

